
 

２０２０年度 第１回 教育課程編成委員会（保健看護・看護学科分科会） 議事録 

 

日 時：２０２０年９月３０日（水）１４：５０～１６：１５ 

場 所：岩国ＹＭＣＡ国際医療福祉専門学校 会議室 

出席者：村岡 恒信  認知症予防クラブ 会長 

    今坂 みどり 岩国市役所健康福祉部健康推進課健康づくり班 主任 

    江見 享子  岩国ＹＭＣＡ国際医療福祉専門学校 校長 

    福水 美恵  岩国ＹＭＣＡ国際医療福祉専門学校 特別顧問兼校長補佐 

    藤中 優子  岩国ＹＭＣＡ国際医療福祉専門学校 保健看護学科 学科長 

    矢野 結花  岩国ＹＭＣＡ国際医療福祉専門学校 看護学科 学科長 

    矢野 正博  岩国ＹＭＣＡ国際医療福祉専門学校 事務長 

欠席者：安永 彰子  岩国市医療センター医師会病院 看護部長 

進 行：福水 美恵 

書 記：矢野 正博 

 

配布資料 １）２０２０年度入学生の状況 

     ２）新型コロナ感染拡大防止 －非常事態宣言を受けての学校対応－ 

      

 

報告・審議事項 

１．２０２０年度入学生の状況 ・・・別紙 

  今年度より看護学科の定員変更を行った。 

  入学生状況については、藤中・矢野（結）より別紙資料について説明をした。 

  ・保健看護学科は、定員４０名で入学生は４０名。 

   今年は男子学生が７名と多い。社会人経験者は３名で高校新卒が主である。岩国市内出身が１

０名いる。 

  ・看護学科は、定員２５名で入学生は２６名。 

   社会人経験者７名である。広島方面から４名が入学した。 

 

２．新型コロナウイルス感染拡大防止非常事態宣言を受けての学校の対応 ・・・別紙 

  感染症対策について、江見より別紙資料について説明をした。 

  ・４月１３日に４月１４日からの休校を決定。保健看護学科４年生は５月１７日までとした。学

生の自宅でのパソコン・Wi-Fi 等の学習環境の調査を実施。 

  ・５月に入り遠隔授業を開始するにあたり有識者による教員研修を行い、その後オンデマンドに

よる遠隔授業を実施。今回はスマホを活用しての受講が多かった。効果的な遠隔授業を行うに

は、パソコンやタブレット・Wi-Fi 等学生個々の環境整備が必要である。 

  ・感染予防の具体的な対策として、教室は体育館や６０１教室（収容人数８０名）の学生間の距

離の確保が出来る広いスペースを使用。また従来の教員室を２階と７階に移動、アクリル板の



 

設置等について報告した。 

  ・学校行事は中止や延期の措置を行った。 

   意見１）オンライン授業での困難な点は、お互いの表情や反応等が読みとりにくい。学生間の

コミュニケーションの機会が少なくなる。 

     ２）岩国市内の小中学校は生徒全員にパソコンが貸与される。専門学校の学生のＩＣＴ環

境を整えるための助成にも協力してほしい。 

 

３．臨地実習受け入れの状況 

  学生は、アルバイトの禁止・１日３回の検温・実習前２週間の行動・山口県や広島県外への外出

自粛等の対策を行い実習に臨んでいる。 

  保健看護学科は、主な実習施設の１施設が受け入れてもらえなかった。実習時間を減らして他の

施設で受け入れてもらっている。減らした実習は学内演習で対応している。 

  看護学科は、主な実習施設が柳井エリアで予定通り受け入れてもらっている。小児看護学実習は

一部断られた。母性に関係する個人病院での実習は出来ていない。 

  学校から感染者が発生しないよう出来る限りの対策で予防に努めている。 

  質問）学生は登校時に検温をしているか？ 

     → 電子体温計を個人持ちとし、登校時と昼・夕方の１日３回検温と体調チェックを行い、

健康管理表に記録し異常時には報告してもらっている。 

 

４．今後の看護教育の新たな取り組みについて 

  ２０２２年度よりカリキュラム改正が行われるので準備中である。 

  実習の時間換算が１時間＝４５分となり大学と同様になる。→学校の特色を踏まえたカリキュラ

ムを編成。 

  また、今後はオンライン授業や災害時の対応についても検討する。 

 

５．その他 

  ・保健師と看護師の国家資格合格率を高めることを目標に指導を進めていく。 

  ・学校祭をはじめ多くの学校行事が中止となり、学生の思い出作りが極端に少なくなっている。

学生間のコミュニケーションについても配慮が必要である。 

  ・１０月１日より入学願書受付開始である。最近は遠方からの出願が減少する傾向がある。 

 

 

以上 

  



 

２０２０年度 第１回 教育課程編成委員会（医療秘書学科）議事録 

 

日 時：２０２０年６月１７日（水）１５：００～１６：２４ 

場 所：岩国ＹＭＣＡ国際医療福祉専門学校会議室 

出席者：山崎 幹  日本医療機能評価機構 調査員 

    末田 幸一 小林耳鼻咽喉科医院 事務長 

    江見 享子 岩国ＹＭＣＡ国際医療福祉専門学校 校長 

    福水 美恵 岩国ＹＭＣＡ国際医療福祉専門学校 特別顧問兼校長補佐 

    田中 千代 岩国ＹＭＣＡ国際医療福祉専門学校 医療秘書学科 学科長 

    矢野 正博 岩国ＹＭＣＡ国際医療福祉専門学校 事務長 

欠席者：なし 

進行：福水 美恵 

書記：矢野 正博 

 

配布資料 １）２０２０年度学校の運営方針 

     ２）医療秘書学科試験・資格取得状況 

 

報告・審議事項 

１．２０２０年度運営目標について 

  学校の運営について、別紙資料について江見より説明をした。 

   質問）２０１９年度の運営目標を継続しているものがあるか。 

      → 教員の教育力向上や地域貢献が継続目標となっている。 

  医療秘書学科の目標については、田中から口頭説明をした。 

  学校の運営目標に沿って学科の目標を決めている。学科としては学生サポートや保護者対応に力

を入れる。例年は入学式後に保護者面談を行っているが、今年度は新型コロナウイルス感染症対策

で実施できなかったので、漸次実施していく。 

 

２．２０１９年度卒業生の資格取得・就職状況について 

  田中より卒業生について報告をした。 

  ・卒業生は１１名である。 

  ・資格取得状況は、昨年度より取得率は向上している。医事業務管理技能認定試験と診療情報管

理技能認定試験は今回で終了する。 

  ・就職状況は、卒業時に就職が決定した者は８名である。就職エリアは岩国市内１名・柳井光方

面５名・広島県２名である。就職者は全員が医療事務関係に就職した。未就職者３名の理由は

体調不良である。 

 

 

 



 

３．その他 

 １）２０２０年度入学生の状況 

   １６名（１名男性含む）で全員新卒である。出身エリアは１５名が山口県内出身で、広島県三

次市出身が１名である。 

   質問）今後の病院受付業務はＩＣＴ化やＡＩの導入が加速されると思う。今後の対応はどのよ

うに考えているか。 

      → 高校現場では数年前から進路指導の中でＡＩに代わる業種の一つであると説明さ

れている。現状を踏まえた教育を行うようにしたい。 

 ２）今後の医療秘書学科の運営について 

   ２０２１年度募集から医療秘書学科は募集停止となる。委員の皆様や関係者に説明後ホームペ

ージで情報公開を行う。 

 ３）その他 

   ドクターズクラーク・メディカルクラーク等の資格はニチイ学館等の講習で短期間で資格取得

できる。 

   医療秘書学科は２年間かけて医療全般に渡っての幅広い教育を行っているので、その強みを活

かせる対策が必要ではないか。 

 

以上 

  



 

２０２０年度 第１回 教育課程編成委員会（介護福祉学科） 議事録 

 

日 時：２０２０年９月２９日（火）１４：５０～１６：００ 

場 所：岩国ＹＭＣＡ国際医療福祉専門学校 会議室 

出席者：山永 則宏  山口県デイサービスセンター協議会 理事 

    江見 享子  岩国ＹＭＣＡ国際医療福祉専門学校 校長 

    福水 美恵  岩国ＹＭＣＡ国際医療福祉専門学校 特別顧問兼校長補佐 

    佐々木 洋子 岩国ＹＭＣＡ国際医療福祉専門学校 介護福祉学科 学科長 

    矢野 正博  岩国ＹＭＣＡ国際医療福祉専門学校 事務長 

欠席者：山本 真弓  有料老人ホームティエラ 施設長 

進 行：福水 美恵 

書 記：矢野 正博 

 

配布資料 １）２０２０年度入学生の状況 

     ２）新型コロナ感染拡大防止 －非常事態宣言を受けての学校対応－ 

     ３）２０２１年度からのカリキュラム改正についての申請 

 

報告・審議事項 

１．２０２０年度入学生の状況 ・・・別紙 

  今年度より定員変更を行った。 

  入学生状況については、佐々木より別紙資料について説明をした。 

  ・介護福祉学科は定員２５名で、入学生は２３名。内訳は、高校新卒１２名・一般１名・訓練生

５名・留学生５名。中国からの留学生１名が新型コロナ感染症の影響で日本に入国できず退学

となった。 

  ・現在、１名（高校新卒）休学中、１名（訓練生）退学という状況である。 

  就職についての意見交換を行った。 

  ・今年は介護職の求人が少ない。新型コロナ感染症の影響で退職者が少ないことが影響している

と考えられる。 

  ・デイサービスが、利用者が減りコロナの影響を強く受けている。 

 

２．新型コロナウイルス感染拡大防止非常事態宣言を受けての学校の対応 ・・・別紙 

  感染症対策について、江見より別紙資料について説明をした。 

  ・４月１３日に４月１４日からの休校を決定。学生の自宅でのパソコン・Wi-Fi 等の学習環境の

調査を実施。 

  ・５月に入り遠隔授業を開始するにあたり有識者による教員研修を行い、その後オンデマンドに

よる遠隔授業を実施。今回はスマホを活用しての受講が多かったが、効果的な遠隔授業を行う

には、パソコンやタブレット・スマホ等学生個々の整備が必要である。 

  ・感染予防の具体的な対策として、教室内の学生間の距離の確保や教員室の移動、飛沫予防のア



 

クリル板の設置等について報告した。 

  ・学校行事は中止や延期の措置を行った。 

 

３．臨地実習受け入れの状況 

  病院や施設の実習は、拒否されるところもあり、その代替えとして一部学内実習に組み替えて実

施した。 

  実習施設に当たっては、感染予防対策（アルバイトの禁止・１日３回の検温・実習前２週間の行

動・山口県や広島県外への外出自粛等）により実習受け入れの許可をいただいている。 

  質問）障害者見学実習（１日）の中止について知りたい。 

     → 当時、感染が拡大する中、日数や時間帯の変更を行ったが中止と判断された。 

 

４．２０２１年度カリキュラム改正について 申請 ・・・別紙 

  ・人間関係とコミュニケーションが３０時間から６０時間に変更となる。 

  ・医療的ケアは９０時間を６０時間に変更する。 

  ・総時間数は１９５０時間で変更はない。 

 

５．その他 

  ・新型コロナ感染症の影響で介護職の就職の動きが鈍くなっているので、今後の実習で就職活動

も行う。 

  ・福祉の現場は、①感染症が拡大した時期はショートステイを制限したがこれから冬に向けてイ

ンフルエンザとの関係もあり、対策を検討②デイサービスでは送迎の車移動時の人数制限 等

の課題が多いとの意見をいただいた。 

 

以上 

 


